キュウセイシンフゼン　ハッショウ　ニ　オケル　キショウ　ジョウケン　ノ　エイキョウ　ニ　ツイテ　ノ　ケントウ by Hirai, Masayuki
 1
 平成25年2月  
                                            
 
平井雅之 学位論文審査要旨 
       
主 査  西 村 元 延 
副主査  久 留 一 郎 






平成25年 米子医学雑誌 掲載予定 
 
参考論文 
1. A simple risk score to predict in-hospital death of elderly patients with acute 































月：0.45 ± 0.07症例/日、7月：0.17 ± 0.05症例/日、P < 0.05）。平均気温と急性心不
全の発症頻度に有意な関連を認め(P = 0.02)、低気温群と高気温群間に発症頻度の差を認
めた(低気温群：0.38 ± 0.10症例/日、高気温群：0.25 ± 0.10症例/日、P < 0.05)。平
均気圧も同様に3群間での発症頻度に有意差を認め(P = 0.02)、高気圧群では、低気圧群に
比べて急性心不全の発症頻度が有意に増加した(高気圧群：0.38 ± 0.15症例/日、低気圧
群：0.25 ± 0.10症例/日、P < 0.05)。平均湿度及び日照時間については、それぞれ3群間
で心不全の発症頻度に有意差を認めなかった。初回入院群において、全患者での検討と同
様に、急性心不全の発症頻度は、低気温群が高気温群に比べて(低気温群：0.23 ± 0.09
症例/日、高気温群：0.13 ± 0.09症例/日、P < 0.05)、高気圧群は低気圧群に比べて(高




































審 査 結 果 の 要 旨 
 
 急性心不全の発症頻度が季節変動を認める事は、欧米からの報告で知られている所では
あるが、季節を形成するどの気象条件が急性心不全の発症頻度に影響を与えているかは、
今まで報告されていない。また、気象条件が心不全再発のリスクとなり得るかどうかにつ
いても不明である。今回の研究で、急性心不全の発症頻度に影響を与えた気象条件は、低
気温または高気圧であり、その影響を受けるのは初回入院の時のみで、再入院群では気象
条件の影響を受けにくい事を報告した。本研究は、心不全発症の高リスク患者への早期か
らの治療介入の有用性を裏付ける事になる内容を、気候という観点から検討した興味深い
研究であり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 
